
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本単元では，単元を貫く言語活動として「二つの新聞投稿を比較してそれをもとに批評する文章を書

く」ことを行う。学習指導要領〔思考力，判断力，表現力等〕B 書くこと（２）ア 「関心のある事柄

について批評する文など，自分の考えを書く活動」を基に単元を構成する。資料を参考にしたり，引用

したりすることによって，根拠をもった説得力のある批評文を書くことをねらっている。 

批評とは対象とする物事や作品などについて，そのものの良さや特徴，価値などについて論じたり，

評価したりすることである。批評をするためには，対象を分析・観察したうえで，自分の判断の根拠を

示して評価し，論じることが必要である。 

そこで，本単元では「ゲームで変わる社会」というテーマの新聞投稿を取り上げる。「ゲームの技術

はコミュニケーションのあり方を変えることにつながっていく」という意見と，「このままでは，ゲー

ムが社会を悪い方向に変えていく可能性は大きい」という意見を比較し，「ゲーム」との付き合い方を

自らに向けられた問題として捉え，説得力のある批評文を書く力をつけさせたい。 

 

 

 

 

  

当該学年が 2 年生の２月に実施した標準学力調査において，国語の３０％未満の生徒の割合は 4.1％

であった。しかし，説明文の読み取りにおいて「構成や展開をとらえる」問題の正答率は 54.5％（全国

平均 61.0％）であった。論理の展開を理解する力が備わっているとは言えない。 

前単元「多面的に検討する」において，「美」をテーマにした「黄金の扇風機」と「サハラ砂漠の茶

会」という２つの文章を比較して読み，論の進め方や表現，文章の内容についての自分の考えや，評価

の根拠をまとめた。 

そこで，本単元の「二つの新聞投稿を比較してそれをもとに批評する文章を書く」では，資料を参考

にしたり，引用したりして説得力のある批評文を書くとともに，それぞれの批評文を交流することによ

り，根拠をもった説得力のある批評文を書く力を高めていきたい。 

 

 

 

 

 これまで俳句の鑑賞文を書く活動や，根拠を明らかにして意見文を書く活動を行ってきた。 

 本単元の指導にあたっては，説得力のある批評文を書くために，批評の手順を理解させたい。学習活

動の流れとして，①文章の分析・比較，②自分の考えをもつ，③批評文を書く，④相互評価の四つの活

動を設定する。 

生徒にとって手頃な長さの文章であり，興味や関心を持ちやすく理解や解釈がそれほど難しくないも

の，人によって意見が分かれるテーマであると，学習が活性化する。まず，二つの投稿文を読み，筆者

の意見や根拠，理由付けを読み取らせる。 

次に，メッセージは分かりやすいか，根拠は具体的で正しいか，筋が通っているのか，現代社会の問

題を的確にとらえているか，といった視点で比較させることで，好き嫌いによる評価ではなく，根拠の

ある客観的な評価をさせ，自分の考え・意見をもたせる。 

 批評文を書く際には，資料を引用することも重要である。投稿のどの部分を取り上げているのかを明

示し，それに対する自分の考えや評価を表現させることにより，文章に説得力をもたせる。 

単元について 

生徒の実態 

国語 第３学年 熊野町立熊野東中学校 指導者 笠原 徳子 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 
 

高い志，知識，粘り強さ，他者理解 

「観察・分析して論じよう 批評文」 

単元の指導 

8 月 5 日(水) 4 校時 

 3 年 4 組 



 
 

そして，異なった評価をした生徒と意見を交流することによって，自分の解釈や批評のポイントを広

げさせる。 

 自分なりの観点をもって物事を判断し，批評することは，今後の日常生活においてもさまざまな場面

で行われるものなので，社会生活でも役立つ学習であることを意識させ，主体的に学習に取り組ませて

いきたい。 

 

 

 

 

 

○ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し，語彙を豊かにすることができる。 

（知識及び技能） 

○ 資料を適切に引用するなど，自分の考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫して書くこと

ができる。                   （思考力，判断力，表現力等 書くこと）  

○ 文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。 

（思考力，判断力，表現力等 読むこと）  

○ 社会生活の中のテーマについて，自分の立場や意見，評価を明確にした批評の文章を書こうとして

いる。                             （学びに向かう力，人間性等） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〈高い志〉 

自分なりの観点で物事を判断し，批評文を書いている。 

〈知識〉 

言葉の適切な使い方が分かる。 

〈振り返る力〉 

  

〈先を見通す力〉 

  

〈粘り強さ〉 

文章を読み，内容を整理し，評価することができる。 

〈チャレンジ精神〉 

  

〈他者理解〉 

他の人の評価を聞いて共通点と相違点を考えている。 

知識及び技能 
思考力，判断力，表現力等   

書くこと 

思考力，判断力，表現力等   

読むこと 
学びに向かう力，人間性等 

ア 理解したり表現し

たりするために必要

な語句の量を増し，批

評を書くときに適切

な語句を選択してい

る。 

イ 判断や評価の根拠

となる資料を適切に

引用して，自分の考え

が伝わる文章を書い

ている。 

ウ 文章を批判的に読

みながら，文章に表れ

ているものの見方や

考え方について考え，

評価している。 

エ 社会生活の中のテ

ーマについて，自分の

立場や意見，評価を明

確にした批評の文章

を書いている。 

単元の目標 

単元の評価規準 

育成しようとする資質・能力の本単元とのかかわり 



 
 

 

 

（全３時間） 

次 学習内容（時数） 

評     価 

知 書 読 学 
評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

１ 

課題の設定   

・学習目標を確認し，学習計画を立

てる。 

情報の収集 

・二つの投稿を読み，筆者の意見や

根拠，理由付けを読み取る。       

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

ア（観察，ワーク

シート） 

ウ（観察，ワーク

シート） 

 

 

 

 

知識（観察） 

 

粘り強さ 

（ワークシート） 

２ 

情報の整理・分析 

・二つの投稿を比較し，それぞれの

意見を評価する。   

実行 

・適切な資料を引用し，説得力のあ

る批評文を書く。 （本時１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

〇 

 

ウ（観察，ワーク

シート） 

 

エ（観察） 

 

粘り強さ 

（ワークシート） 

 

他者理解（観察） 

３ 

評価・振り返り  

・各自の批評文を交流し，評価する。 

・学習を振り返り，自己評価をする。 

 

○ 

 

◎ 

 

 

   

ア（観察，ワーク

シート） 

イ（観察，ワーク

シート） 

 

高い志（観察） 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

   二つの投稿を比較・評価し，適切な根拠を示して批評文を書くことができる。 

 

 

（２）本時の学習展開 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆） 

評価規準 

（評価方法） 

資質・能力の評価 

（評価方法） 

指導と評価の計画 

本時の学習（２／３時間） 



 
 

 

 

○ 本時の課題を把握する。 

 

 

 

○ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

○ 二つの投稿を比較し，それぞ

れの意見を評価し，ワークシー

トに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 資料を引用しながら，説得力

のある批評文を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ テーマを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇意見や主張と根拠や理由付けに

一貫性があるかを考えさせる。 

◇根拠が具体的で客観的かを考え

させる。 

◆筆者の主張や根拠が一般的であ

るかなどの視点を示す。 

 

 

 

 

 

 

◇テーマに対する判断の根拠にな

る部分に線を引き，適切に引用

する。 

◇適切な言葉で根拠をはっきり 

させて批評する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ（観察，ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粘り強さ 

（ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者理解 

（観察） 

 

 

 

○ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

○ 次時の学習内容の確認をする。 

 

 

◇本時の授業で学習したことを自

己評価カードに書かせる。 

 

 

 

  

 

 

 

１ 本時の問題を把握し，解決のための見通しをもつ。（５分） 

【「配慮を要する」状況（Ｃ）と判断される生徒への手立て】 

・ 投稿文での気になった部分を理由とともに指摘させる。 

・ 納得できる意見や根拠の部分に線を引かせる。 

２ いろいろな話題に対する自分の考えをまとめる（２０分） 

４ まとめをする。（５分） 

【「十分満足できる」状況（A）と判断する根拠】 

二つの資料を比較し，根拠となった部分と理由をはっきり示し，自分の意見を書くことができる。 
A の「〇〇」の部分と B の「●●」を～という視点で比較すると，～という理由で A に賛成できる。 

「ゲームで変わる社会」 ～ あなたの考えはどっち？ ～ 

【「概ね満足できる」状況（Ｂ）と判断する根拠】 

資料を適切に引用し，根拠を明らかにして，自分の意見を書くことができる。 
A の「〇〇」の部分は～という理由で A に賛成できる。 
B の「●●」の部分は～という理由で B に賛成できる。 

【少人数グループの活用】 

同じ意見の生徒が線を

引いた部分を交流する。

（根拠を参考にする。） 

【言語活動の充実】 

意見の根拠を明らか

にして，評価を書く。 

2つの文章を比較し，批評文を書くことができる。 

（予想する生徒のまとめ） 

批評するために必要な情報を引用してや自分の意見や考えを書くことができた。 

根拠を意識して自分の意見を書くことができた。 

３ テーマに対する自分の意見を書く（２０分） 

【「配慮を要する」状況（Ｃ）と判断される生徒への手立て】 

・ 二つの投稿を比較して，賛成できる点，賛成できない点を抜き出させる。 

・ 理由も合わせてワークシートに記入させる 



 
 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のポスターの違いを明らかにしてよりよい 1枚を選びなさい。 

 

 

検  証 

本時の 

めあて 【理由付け】 

【自分の評価】 

本
時
の
ま
と
め 

・
具
体
的
な
視
点
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
。 

・
意
見
、
理
由
に
つ
な
が
り
が
あ
る
か
。 

・
他
の
人
の
意
見
か
ら
学
べ
た
か
。 

  
 

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
比
較
し
，
評
価
し
よ
う
。 

【具体的な投稿】 

 

 

「
ゲ
ー
ム
で
変
わ
る
社
会
」 

 

～ 

あ
な
た
の
考
え
は
ど
っ
ち
？ 

～ 

  【
評
価
の
視
点
】 

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
わ
か
り
や
す
い
か 

・
根
拠
や
理
由
は
具
体
的
で
客
観
的
か 

 
 

・
自
分
の
体
験
か
ら
言
え
る
こ
と 

 
 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
正
し
い
か 

 
 

 
 

・
ゲ
ー
ム
依
存
の
視
点
か
ら
正
し
い
か 


